
何
日
再
見
望
郷
の
想
い
　 

福
岡
県
　
三
上
巌
　 

昭
和
十
四
年
三
月
、
大
阪
府
庁
よ
り
満
州
国
建
築
局
へ
家
族

と
と
も
に
赴
任
し
ま
し
た
。
十
九
年
国
務
院
防
空
部
に
転
勤
、

翌
三
月
防
空
総
本
部
と
協
議
の
た
め
上
京
。
十
日
早
朝
列
車
不

通
に
よ
り
横
浜
駅
に
て
乗
り
換
え
の
と
き
多
く
の
被
難
民
に
会

い
、
早
朝
東
京
大
空
襲
を
知
り
、
戦
争
は
多
く
の
市
民
に
悲
惨

な
苦
し
み
を
与
え
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
知
り
ま
し
た
。

調
査
資
料
を
整
理
す
る
暇
も
な
く
五
月
十
三
日
、
第
二
国
民

兵
の
私
に
も
召
集
令
状
が
あ
り
、
四
十
歳
く
ら
い
の
人
約
四
百

人
が
ハ
イ
ラ
ル
へ
召
集
さ
れ
、
部
隊
と
い
っ
て
も
木
銃
一
本
の

装
備
で
あ
っ
た
。

召
集
兵
は
翌
日
よ
り
爆
破
訓
練
を
受
け
、
召
集
兵
を
残
し
て

大
隊
全
員
と
私
ら
召
集
兵
三
人
は
興
安
嶺
の
築
城
の
た
め
完
全

装
備
で
出
動
し
、
各
連
隊
よ
り
編
成
さ
れ
た
約
一
万
人
の
部
隊

は
地
下
特
殊
兵
舎
の
築
造
に
、
に
わ
か
作
業
隊
で
負
傷
者
が
多

く
、
連
日
昼
夜
兼
行
の
三
交
替
で
地
下
壕
の
掘
削
を
続
け
、
一

日
六
十
か
所
の
爆
破
を
行
っ
た
。
八
月
十
三
日
夜
、
ソ
連
戦
車

の
侵
行
が
あ
り
、
特
別
攻
撃
隊
が
編
成
さ
れ
出
動
し
た
が
、
多

く
の
戦
死
者
を
出
し
、
部
隊
全
員
投
降
す
る
。

八
月
十
五
日
終
戦
の
詔
勅
を
知
ら
さ
れ
、
そ
れ
以
来
家
族
戦

友
の
こ
と
を
考
え
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
屈
辱
と
悔

恨
の
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

全
員
フ
ラ
ル
ギ
飛
行
場
で
武
装
解
除
さ
れ
、
さ
ら
に
チ
チ
ハ

ル
歩
兵
師
団
に
各
地
よ
り
収
容
さ
れ
た
後
、
連
日
シ
ベ
リ
ア
に

強
制
抑
留
が
始
ま
っ
た
。

収
容
者
全
員
に
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
、
作
業
不
可
能
者
に

は
胸
に
赤
札
を
つ
け
さ
せ
作
業
隊
と
分
け
ら
れ
、
赤
札
の
み
二

百
五
十
人
く
ら
い
客
車
に
乗
せ
ら
れ
満
州
里
を
経
て
ソ
連
領
に

向
か
っ
た
。

車
中
で
は
チ
タ
を
東
に
向
か
え
ば
ダ
モ
イ
、
直
進
す
れ
ば
奥

地
に
連
行
さ
れ
る
と
の
話
題
で
、
何
日
の
間
に
か
声
も
な
く
な

り
、
バ
イ
カ
ル
湖
近
く
の
ウ
ラ
ン
ウ
デ
と
い
う
町
に
下
車
、
三

日
く
ら
い
粉
雪
が
ち
ら
つ
く
線
路
わ
き
に
食
糧
も
与
え
ら
れ
ず

放
置
さ
れ
た
。



七
人
の
ソ
連
兵
に
よ
り
約
十
五
キ
ロ
先
の
ア
ナ
ホ
イ
と
い
う

村
の
監
獄
に
放
り
込
ま
れ
、
翌
日
よ
り
枕
木
の
製
材
工
場
で
作

業
が
始
ま
っ
た
。
作
業
は
径
三
十
～
五
十
セ
ン
チ
く
ら
い
の
原

木
を
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
山
積
み
よ
り
凍
つ
い
た
原
木

を
解
き
ほ
ぐ
す
の
は
大
変
な
危
険
が
伴
い
、
負
傷
者
も
出
て
お

り
ま
す
。

原
木
の
長
さ
を
切
り
そ
ろ
え
る
、
製
材
機
に
か
け
製
品
を
積

み
上
げ
鋸
く
ず
を
処
分
す
る
、
発
電
の
監
視
等
を
一
作
業
隊
と

し
て
一
人
八
十
本
の
ノ
ル
マ
が
あ
り
、
絶
対
に
不
可
能
な
数
字

で
連
日
最
低
の
ノ
ル
マ
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
従
っ
て
食
事
も

八
〇
％
の
最
低
で
あ
っ
た
。

作
業
は
温
度
が
零
下
三
十
度
以
下
の
場
合
は
三
十
度
以
上
に

上
が
る
ま
で
休
止
さ
れ
た
。
一
月
、
二
月
は
連
日
休
止
さ
れ
、

日
に
よ
っ
て
は
五
十
度
以
上
に
下
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

便
所
は
四
×
二
十
メ
ー
ト
ル
角
に
深
さ
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

の
濠
を
掘
り
、
板
二
枚
を
渡
し
、
そ
れ
に
二
人
ず
つ
用
便
を
す

る
。
解
氷
期
前
に
用
便
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
ハ
ン
マ
ー
で
砕
き
麻

袋
に
入
れ
、
場
外
に
捨
て
に
行
く
。
作
業
隊
は
朝
七
時
出
発
し

五
キ
ロ
く
ら
い
先
の
製
材
所
に
着
き
、
ま
た
七
時
ご
ろ
収
容
所

に
帰
る
と
き
一
人
一
本
ず
つ
の
ま
き
を
持
ち
か
え
り
、
点
呼
で

一
日
の
作
業
が
終
わ
る
。

間
も
な
く
五
百
人
収
容
で
き
る
収
容
所
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
、
軽
作
業
の
で
き
る
者
、
棟
梁
経
験
者
及
び
我
々
四
十
数

人
で
木
工
班
を
つ
く
り
、
指
導
者
に
ソ
連
の
大
工
一
人
で
作
業

が
開
始
さ
れ
た
。
私
は
片
言
の
ロ
シ
ア
語
が
で
き
た
の
で
通
訳

ま
が
い
で
連
絡
を
と
っ
た
。

軽
作
業
員
は
基
礎
工
事
の
た
め
径
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
、
深

さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
タ
コ
つ
ぼ
を
掘
る
た
め
、
三
日

く
ら
い
連
続
で
た
き
火
を
し
て
は
掘
り
の
連
続
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
は
原
木
を
柱
、
は
り
、
壁
用
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
加
工
を
し
て
組
み
立
て
の
連
続
で
、
四
月
末
に
は
大
体
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
五
月
第
一
日
曜
日
、
全
員
集
合
の
木
魚
が
鳴

り
、
集
合
す
る
と
座
れ
座
れ
の
指
示
が
あ
り
、
ハ
ラ
シ
ョ
ー
ラ

ボ
ー
タ
ー
五
十
人
の
帰
国
者
が
発
表
さ
れ
た
。
直
ち
に
散
髪
、

入
浴
、
被
服
の
取
り
替
え
を
命
ぜ
ら
れ
、
夕
刻
の
列
車
で
ウ
ラ

ン
ウ
デ
の
本
部
に
収
容
さ
れ
、
翌
日
よ
り
引
込
線
に
あ
る
貨
車

の
二
段
装
置
等
ダ
モ
イ
作
業
が
続
い
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か



乗
車
命
令
が
な
く
、
連
日
穀
物
の
積
み
替
え
作
業
に
出
さ
れ
、

六
月
末
に
な
っ
て
各
収
容
所
よ
り
集
合
し
た
二
千
人
が
乗
車
す

る
と
、
発
車
し
た
。
車
内
で
は
チ
タ
を
過
ぎ
る
ま
で
は
右
に
行

け
ば
満
州
里
、
ハ
ル
ビ
ン
、
牡
丹
江
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、

直
進
す
れ
ば
ど
こ
へ
着
く
の
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
話
題
で
し

た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
ダ
モ
イ
の
話
題
は
な
く
な
り
、
十
日
く
ら

い
し
て
雨
の
降
る
夕
刻
、

急
に
下
車
命
令
で
幕
舎
に
入
れ
ら
れ
、

そ
の
日
か
ら
共
産
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

三
日
目
の
早
朝
、
港
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
日
本
の
船
が
入

港
し
て
お
り
、
初
め
て
帰
国
で
き
る
こ
と
を
思
い
、
と
も
に
泣

い
た
。

乗
船
す
る
と
船
員
が
バ
ッ
ト
二
個
ず
つ
く
れ
た
、
早
速
一
本

吸
い
日
本
の
味
を
思
い
出
し
て
い
る
間
に
、
船
は
静
か
に
出
航

し
て
い
た
。
日
本
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
湾
の
両
側
か
ら
日
の
丸

の
旗
を
振
っ
て
迎
え
て
く
れ
、
同
胞
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
た
。

夕
刻
五
時
ま
で
に
舞
鶴
港
に
入
港
で
き
れ
ば
本
日
中
に
上
陸
で

き
る
知
ら
せ
が
あ
っ
た
と
き
は
、
十
八
日
夕
刻
で
あ
っ
た
。
間

に
合
っ
た
。

下
船
と
同
時
に
検
疫
の
た
め
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
白
い
粉
を
吹
き
か
け

ら
れ
消
毒
と
わ
か
っ
た
。
翌
日
よ
り
休
養
と
種
々
の
調
査
が
あ

り
、
米
軍
の
軍
属
か
ら
ソ
連
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査

が
あ
っ
た
。

落
ち
つ
く
に
つ
れ
妻
と
子
供
四
人
は
新
京
よ
り
無
事
引
き
揚

げ
て
い
る
か
、
東
京
の
両
親
は
ど
う
し
て
お
る
か
と
考
え
て
も
、

解
決
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
七
月
二
十
二
日
朝
を
迎
え
、

東
舞
鶴
駅
よ
り
妻
の
家
に
向
か
っ
た
。

夜

盲

症
　 

岩
手
県
　
岩
館
弘
一
　 

昭
和
二
十
二
年
八
月
十
三
日
、
八
面
通
の
西
方
、
自
興
屯
に

お
い
て
ソ
連
軍
を
迎
撃
し
、
陣
地
を
死
守
せ
よ
と
の
命
令
が
下

る
。午

前
九
時
よ
り
敵
戦
車
、
野
砲
の
砲
撃
と
歩
兵
の
敵
前
突
入

直
前
の
戦
闘
に
よ
り
、
我
が
中
隊
は
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
、

ま
た
弾
薬
の
欠
乏
に
よ
る
戦
闘
不
能
の
状
態
と
な
っ
た
。
中
隊

は
生
存
者
の
先
任
軍
曹
の
斎
藤
軍
曹
指
揮
の
も
と
牡
丹
江
を
目




